






研究目的 

 過去 3 年間における,分娩前後の児が安全に経過するための管理法,すなわち検査,治療

指針について,その業績をまとめ,もって産科の安全管理の指針作成を目標とした。14 施設

からの臨床例の成績,種々の検査結果から,その信頼度の比較検討,さらにはコンピュータ

ーによる文献収集も加えて,総合的に判断し,現段階の水準としては最も優れた管理指針を

作成すべく,集計をかさねた。すなわちその内容は,胎児管理,特に従来まで確定的でなかっ

た胎児予後の判定をあきらかにし,あるものにおいてはその改善を計った。 

 次は分娩時では fetal distress を適確に早期発見し,早期にいかなる対策をなすべきか

をうち立てんとするものである。さらにまた分娩室の児側からみた施設改善を検討し,分娩

室内で管理すべき改善点を反省し,これにともなって NICU との連絡,あるいはその施設内

での新生児管理のあり方を最善すべく,検討を加えて最終案作成することを目標とした。 


